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ロータリーとゲイツ財団がポリオ撲滅の寄付パートナーシップを拡大
最高5億2,500万ドルの資金確保に向けて
リスボン、ポルトガル（2013年6月25日）：  社会奉仕活動に携わる国際ロータリー（本部：米国エバンストン、会長：田中作次）とビル・アンド・メリンダ・ゲイツ財団はこの度、ポリオ（小児まひ）の撲滅活動を支援するパートナーシップの拡大を発表しました。この新たなパートナーシップは、今後5年間、ロータリーがポリオ撲滅に寄せる寄付に対して、ゲイツ財団が2倍の額を上乗せするというものです（対象となる寄付額は各年3,500万ドルまで）。このパートナーシップを通じて、最高総額5億2,500万ドル（525億円）の資金を確保できる可能性があり、達成間近にあるポリオ撲滅活動の大きな後押しとなることが期待されます。
このニュースは、リスボンで開催中のロータリー国際大会にて、160カ国から2万人以上のロータリー会員が集まる中、発表されました。ゲイツ財団CEOのジェフ・レイクス氏は発表に際してビデオメッセージを寄せ、ロータリーのこれまでの貢献を称え、ともにポリオを撲滅して世界の保健衛生の新たな1ページを築こうと、参加者に呼びかけました。国際大会の会場では早くも、ナイジェリアのロータリー・クラブ会員であるエメカ・オフォールさんがポリオ撲滅のために100万ドルの寄付を誓約し、ゲイツ財団からの上乗せ対象となる最初の寄付が行われました。
ロータリーがこれまで20年以上にわたるポリオ撲滅活動で寄付した資金の総額は、12億ドル（1,200億円）に上ります。2007年からはゲイツ財団とも協力して資金確保に努めており、ゲイツ財団からの3億5,500万ドルに対して、ロータリーは2012年に2億ドルを上乗せ寄付しました。この上乗せ寄付は当初の予定よりも6カ月早く集めることができたため、その意欲を称えて、ゲイツ財団はさらに5,000万ドルを寄付しました。

寄付金はすべて、ポリオ感染国での予防接種活動のために活用されます。2013年4月の世界ワクチンサミットでは、ポリオ撲滅活動が最終局面にあるとして、6年間にわたる包括的な撲滅計画が打ち立てられましたが、2018年までの活動資金としてまだ15億ドルが不足しています。ロータリーのポリオ撲滅活動を率いるジョン・ジャーム氏（ロータリー元副会長）も、今こそ最後の一押しでポリオ撲滅の仕事を終える重要性を訴えます。「私たちには強力な活動プランがあり、すべての子どもたちに予防接種を提供する手段を持っています。あとは資金不足を埋められれば、ポリオという恐ろしい病を撲滅できるはずです。ロータリーとパートナー団体は、ポリオのない世界を実現するまで、活動に全力を尽くします」
【ロータリーとポリオ撲滅活動】

ロータリーは、1988年、世界保健機関（WHO）、ユニセフ、米国疾病対策センター（CDC）とともに、世界ポリオ撲滅推進計画（GPEI）の発足に携わりました。以来、世界でのポリオ感染数は99パーセント減少。毎年35万件あった感染は、2012年にわずか223件にまで減りました。現在も感染が続いている国は、アフガニスタン、ナイジェリア、パキスタンの3カ国です。ただしこの3カ国に限らず、ほかの国にもウイルスが流入して感染が広がる可能性があるため、完全な撲滅まで予断を許さない状況です。
【ロータリーについて】
ロータリーでは、200以上の国や地域にある34,000のクラブを拠点として、約120万人の会員が、親善と世界平和を築くために人道的奉仕を行っています。ロータリーの最優先活動は、世界でポリオを撲滅することです。
ロータリーの写真やビデオのダウンロードは、メディアセンターをご覧ください。 
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